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二
、『
玄
應
一
切
經
音
義
』
本
文
に
関
す
る
先
行
研
究
と
課
題

１
．
本
文
の
書
式
に
関
す
る
先
行
研
究

玄
應
撰
『
一
切
經
音
義
』
は
、
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
―
六
六
四
年
）
の
も
と

で
訳
経
に
あ
た
っ
た
玄
應
が
七
世
紀
中
頃
に
作
成
し
た
諸
経
の
音
義
で
あ
る
。

玄
應
撰
『
一
切
經
音
義
』
は
、
撰
録
後
た
だ
ち
に
広
ま
っ
た
ら
し
く
、
八
・
九

世
紀
書
写
本
が
、
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
な
ど
各
地
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。
宋
版
・
高
麗
版
・
金
版
一
切
経
に
も
収
載
さ
れ
、
今
に
伝

わ
る
（
３
）
。

日
本
で
も
、「
正
倉
院
文
書
」
に
天
平
や
天
平
勝
宝
の
書
写
記
録
が
見
ら
れ
、

聖
語
蔵
に
天
平
書
写
の
巻
第
六
（
首
尾
欠
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た

古
写
本
と
し
て
は
、
法
隆
寺
旧
蔵
書
陵
部
蔵
大
治
写
本
（
大
治
本
）、
石
山
寺

旧
蔵
広
島
大
学
等
蔵
承
安
・
安
元
写
本
（
石
山
寺
本
）、
中
尊
寺
旧
蔵
高
野
山

蔵
永
久
〜
天
治
頃
写
本
（
中
尊
寺
本
）、
七
寺
蔵
安
元
三
年
写
本
、
興
聖
寺
蔵

 

一
、
本
稿
の
目
的

仏
典
研
究
あ
る
い
は
仏
典
を
用
い
た
研
究
は
、
高
麗
再
雕
版
を
底
本
と
し
て

諸
本
の
異
同
を
記
し
た
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
本
文
に
基
づ
き
、進
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
近
年
、
そ
れ
と
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
古
写
経
お
よ
び
宋
版
を
も

対
象
に
含
め
た
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。

本
稿
は
、
仏
典
解
釈
あ
る
い
は
中
国
中
古
音
資
料
と
し
て
古
来
重
視
さ
れ
て

き
た
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
古
写
本
の
う
ち
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
に
広
島
大

学
中
央
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
、
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十

承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
写
本
を
諸
本
中
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
日
本
古

写
経
を
用
い
た
仏
典
研
究
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

広
島
大
学
新
収
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』

巻
第
十
承
安
五
年
写
本

佐
々

木　

　

　

勇
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２
．
本
文
の
系
統
に
関
す
る
先
行
研
究

山
田
孝
雄
「
一
切
経
音
義
刊
行
の
顛
末
」
は
、
日
本
古
写
本
大
治
本
が
、
宋

版
系
と
は
異
な
り
、
高
麗
版
系
で
あ
る
こ
と
を
早
く
に
指
摘
し
た
（
５
）

。

今
こ
の
本
を
以
て
現
存
の
他
の
本
に
比
較
す
る
に
明
蔵
本
最
も
異
に
し

て
高
麗
蔵
本
最
も
近
し
と
す
。
而
し
て
そ
れ
ら
の
諸
本
の
系
統
を
見
る
に

宋
版
、
元
版
、
明
版
は
一
系
統
に
属
し
て
、
こ
の
大
治
本
と
高
麗
本
と
は

別
に
一
系
統
た
り
。

そ
し
て
、
巻
第
一
に
つ
い
て
諸
本
対
照
結
果
を
示
し
、
高
麗
版
本
よ
り
も
、

大
治
本
に
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
の
古
い
本
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

た
（
６
）
。
こ
の
論
文
中
で
山
田
は
、
宋
版
系
と
高
麗
版
系
と
の
第
一
の
相
違
点
と
し

て
、
宋
版
（
書
陵
部
蔵
開
元
寺
版
）
巻
第
五
の
目
録
お
よ
び
本
文
に
存
す
る
大

き
な
欠
落
を
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
目
録
お
よ
び
本
文
経
名
の
比

較
が
、
当
該
本
の
系
統
を
知
る
上
で
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た（
７
）

。

小
林
芳
規
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
広
島
大
学
蔵
・
天
理
図
書
館
蔵
一
切
経
音
義
解
題

（
８
）

」
は
、

巻
第
二
と
第
九
と
に
つ
い
て
石
山
寺
本
と
大
治
本
お
よ
び
高
麗
再
雕
版
と
を
比

較
し
、
石
山
寺
本
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
古
写
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
本

文
は
高
麗
版
の
本
文
に
近
く
、
石
山
寺
本
と
大
治
本
の
本
文
は
大
き
く
異
な
ら

な
い
と
し
た
。

上
田
正
「
玄
応
音
義
諸
本
論
考
」（「
東
洋
学
報
」
第
六
十
三
巻
第
一
・
二
号
、

一
九
八
一
年
十
二
月
）
も
、
日
本
古
写
経
（
大
治
本
・
正
倉
院
本
・
石
山
寺

本
）・
敦
煌
本
・
高
麗
再
雕
版
・
宋
版
（
磧
砂
本
）・
慧
琳
音
義
所
拠
本
を
比
較

鎌
倉
時
代
写
本
な
ど
、
一
切
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
現
存
す
る
（
４
）

。

石
塚
晴
通
・
池
田
証
寿
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
本
一
切
経
音
義
―
ф
二
三
○
を

中
心
と
し
て
」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
八
六
輯
、
一
九
九
一
年
三
月
）
は
、

掲
出
語
と
注
文
と
の
書
式
に
よ
っ
て
、
諸
本
を
Ａ
〜
Ｇ
に
分
け
、
八
世
紀
前
半

頃
の
写
本
が
す
べ
て
Ａ
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
形
式
が
元
来
の
も
の
で

あ
っ
た
、
と
し
た
（
左
図
は
、
石
塚
・
池
田
論
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
）。



̶ 3 ̶

比
較
的
新
し
い
徐
時
儀
校
注
『
一
切
經
音
義
三
種
校
本
合
刊
』（
二
〇
〇
八
年
、

上
海
古
籍
出
版
社
）
で
も
、
日
本
古
写
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
校
勘
記

に
日
本
古
写
本
は
ほ
と
ん
ど
挙
が
っ
て
い
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
の
先
行
研
究
発
表
時
に
は
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
諸
本
を
比
較

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
諸
本
校
合
に
よ
る
校
正
作
業
が
あ
ら
た
め
て
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
の
現
存
本
と
書
写
時

１
．
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
の
現
存
本

石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
は
、
石
山
寺
一
切
経
の
一
部
と
し
て
書
写

さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
、
石
山
寺
一
切
経
内
に
、『
玄
應
一
切
經
音
義
』
は

一
巻
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
（
９
）

。
寺
外
に
流
出
し
た
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音

義
』
の
う
ち
、
広
島
大
学
蔵
の
巻
第
二
〜
第
五
お
よ
び
天
理
図
書
館
蔵
巻
第
九

が
、『
古
辞
書
音
義
集
成
９
　
一
切
経
音
義
（
下
）』（
一
九
八
一
年
、汲
古
書
院
）

に
収
め
ら
れ
た
。
こ
の
解
題
で
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
巻
第
二
十
五
が
存
す
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
）
10
（

。
ま
た
、
同
じ
一
九
八
一
年
に
、
名
古
屋
市
博
物
館
が
巻

第
十
二
を
収
蔵
し
た）

11
（

。
そ
の
後
、
京
都
大
学
に
巻
第
六
・
七
が
存
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
一
輯
『
玄
応
撰 

一
切
経
音
義
二
十
五
巻
』

（
二
〇
〇
六
年
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
）

に
全
巻
写
真
が
所
収
さ
れ
た）

12
（

。
な
お
、
田
中
塊
堂
『
日
本
古
写
経
現
存
目
録
』

（
一
九
七
三
年
、思
文
閣
）に
は
、奥
書「
應
保
二
年
二
月
廿
六
日
書
写
了
」の「
安

し
、
左
の
点
を
述
べ
た
（
要
約
抄
出
す
る
）。

○
日
本
古
写
本
は
同
一
系
統
で
あ
る
。
○
敦
煌
本
も
日
本
古
写
本
と
同
一

系
統
で
あ
る
。
○
敦
煌
本
・
日
本
古
写
本
は
、
玄
応
音
義
の
古
い
姿
を
留

め
る
。
○
宋
版
は
日
本
古
写
本
・
敦
煌
本
と
別
系
統
で
あ
る
。
○
高
麗
本

も
日
本
古
写
本
・
敦
煌
本
と
異
な
り
、
宋
版
と
同
じ
増
訂
部
分
を
持
つ
。

○
高
麗
本
・
宋
版
は
、そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
第
二
次
増
訂
を
行
な
っ
て
い
る
。

○
高
麗
本
・
宋
版
に
は
、
反
切
の
改
変
も
見
ら
れ
る
。

３
．『
玄
應
一
切
經
音
義
』
本
文
研
究
の
課
題

右
の
中
、
も
っ
と
も
多
く
の
異
本
を
比
較
し
た
上
田
（
一
九
八
一
）
は
、
次

の
如
く
に
結
ん
で
い
る
。

今
後
玄
応
音
義
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
改
訂
増
補
の
部
分
を
除
き
、
誤

写
誤
脱
を
原
形
に
戻
し
た
姿
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
は
諸
本
の
校
合
が
必
要
に
な
る
。
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
て
、
ど
の
本

が
第
一
次
増
訂
ど
の
本
が
第
二
次
増
訂
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
決
定
が
で

き
ず
、
部
分
部
分
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
校
正
玄
応
音
義
の
作
製
を
志
し
た
わ
た
く
し
の
趣
意
を
こ
の
よ
う
に

述
べ
て
結
び
と
す
る
。

そ
の
後
、
上
田
正
『
玄
応
反
切
総
覧
』（
一
九
八
六
年
、
交
友
印
刷
）
で
、

十
三
種
の
異
本
校
合
に
よ
っ
て
、
玄
応
音
義
原
本
の
音
注
が
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
音
注
以
外
の
「
校
正
玄
応
音
義
」
は
、
未
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
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保
写
本
を
編
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う）

15
（

。

新
出
巻
第
十
の
奥
書
に
は
、「
二
交
了
／
承
安
五
年
四
月
廿
六
日
比
交
了
文

字
極
僻
／
以
他
本
可
比
交
了
」
と
あ
り
、
巻
第
十
三
と
同
日
の
校
了
で
あ
る
。

巻
第
十
前
後
数
巻
を
、
こ
の
日
に
他
本
と
校
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
奥
書
に
唯
一
名
を
残
す
「
僧
昌
圓
」
が
「
法
住
寺
」
に
て
書
写
し
た

経
が
、
他
に
も
石
山
寺
校
倉
聖
教
に
現
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

16
（

。

四
、『
玄
應
一
切
經
音
義
』
諸
本
に
お
け
る
石
山
寺
本

以
下
、
新
出
の
広
島
大
学
蔵
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
を
諸

本
中
に
位
置
づ
け
た
い
。
比
較
諸
本
の
依
拠
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。大

治
本
―
『
古
辞
書
音
義
集
成
』
所
収
本
、
中
尊
寺
本
―
京
都
国
立
博
物

館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
石
山
寺
本
―
原
本
お
よ
び
『
古
辞
書
音
義

集
成
』
所
収
本
、
七
寺
蔵
本
・
金
剛
寺
蔵
本
・
西
方
寺
蔵
本
―
『
玄
應
撰 

一
切
経
音
義
二
十
五
巻
』（
二
〇
〇
六
年
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
）
所
収
本
、
興
聖
寺
蔵
本
―
原
本
、
東
禅

寺
版
―
醍
醐
寺
蔵
原
本
、
開
元
寺
版
―
書
陵
部
蔵
本
の
写
真
版
、
思
渓
版

―
長
瀧
寺
蔵
原
本
・
増
上
寺
蔵
本
の
写
真
版
、
高
麗
本
初
雕
版
―
『
高
麗

大
藏
經
初
刻
本
輯
刊
』（
二
〇
一
二
年
、
西
南
師
範
大
學
出
版
社
）、
高
麗

本
再
雕
版
―
『
高
麗
大
藏
經
』（
一
九
七
六
年
、
東
国
大
学
校
）、
金
版
―

『
中
華
大
蔵
経
』（
一
九
八
三
年
、
中
華
書
局
）。

藤
柳
司
氏
蔵
」
の
巻
第
二
十
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
度
、
巻
第
十
が
広
島
大
学
の
蔵
書
と
な
っ
た
。

右
諸
本
が
石
山
寺
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
は
、「
一
切
経
音
義
巻
第
一
」
等
の

内
題
前
行
に
押
さ
れ
た
「
石
山
寺
一
切
經
」
無
廓
墨
印
か
ら
知
ら
れ
る）

13
（

。

２
．
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
の
書
写
時

残
存
本
の
書
写
あ
る
い
は
校
合
年
等
を
記
す
奥
書
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
）
14
（

。巻
第
二
十
四
「
應（
一
一
六
一
）

保
元
年
九
月
十
八
日
書
了
／
　
　
僧
□
□
／
願
以
書
写

功
　
必
為
往
生
因
／
共
法
界
衆
生
　
生
西
方
浄
刹
」

巻
第
二
十
　「
應
保
二
年
二
月
廿
六
日
書
写
了
」

巻
第
七
　
　「
承
安
四
年
極
月
廿
日
亥
尅
許
於
法
住
寺
／
書
寫
了
為
往
生

極
楽
也
　
僧
昌
圓
之
（
花
押
）」

巻
第
二
十
五
「
承
安
五
年
三
月
廿
三
日
於
大
谷
書
写
了
」

巻
第
十
　
　「
二
交
了
／
承
安
五
年
四
月
廿
六
日
比
交
了
文
字
極
僻
／
以

他
本
可
比
交
了
」

巻
第
十
三
　「
承
安
五
年
四
月
二
十
六
日
二
校
了
」

巻
第
三
　
　「
安
元（
マ
マ
）年
八
月
廿
一
日
未
尅
於
春
峰
寺
／
書
了
」

巻
二
十
・
二
十
四
以
外
は
、
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
か
ら
翌
安
元
元
年

（
一
一
七
五
）
に
か
け
て
書
写
・
校
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
、
石
山
寺
一

切
経
と
し
て
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
の
書
写
が
な
さ
れ
、
そ
の
折
、
既
存
の
応
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期
写
本
（
巻
第
18
）・
興
聖
寺
本
（
巻
第
17
・
18
・
21
〜
25
）・
高
麗
初
雕

版
巻
第
５
補
写
部
分）

18
（

（
巻
頭
〜
第
五
紙
）・
東
禅
寺
版
（
巻
第
３
〜
５
・
７

〜
24
）・
開
元
寺
版
（
巻
第
３
〜
５
・
７
〜
24
）・
思
渓
版
（
巻
第
３
〜
５
・

７
〜
24
）。

Ｅ
形
式
　
大
治
本
・
東
禅
寺
版
（
巻
第
２
・
６
）・
開
元
寺
版
（
巻
第
２
・
６
）・

思
渓
版
（
巻
第
２
・
６
）。

日
本
古
写
本
の
う
ち
、
七
寺
本
（
巻
第
１
〜
10
・
13
・
14
）・
金
剛
寺
本
（
巻

第
６
）・
興
聖
寺
本
（
巻
第
１
〜
３
・
７
・
９
・
12
・
15
・
16
・
19
・
20
）
は
Ａ

形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
底
本
の
古
さ
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
石
山
寺
本

（
巻
第
６
前
半
・
巻
第
20
・
巻
第
24
）
お
よ
び
興
聖
寺
本
（
巻
第
４
・
６
・
８
・

10
・
11
・
13
・
14
）
に
は
、
Ｂ
形
式
が
見
ら
れ
る
。
か
く
、
日
本
古
写
本
は
、

敦
煌
本
・
高
麗
版
・
金
版
と
共
に
、
比
較
的
古
い
書
式
を
留
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
等
の
宋
版
は
、
Ｃ
形

式
・
Ｄ
形
式
ま
た
は
Ｅ
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
掲
出
字
と
注
文
と
の
区
別

が
明
確
に
な
る
よ
う
に
後
に
整
え
ら
れ
た
書
式
で
あ
る
。

日
本
古
写
本
で
も
、現
存
本
で
最
も
多
い
の
は
Ｄ
形
式
で
あ
る
。
Ｄ
形
式
は
、

掲
出
字
と
注
文
の
別
が
明
確
で
、
紙
面
も
節
約
で
き
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
本
稿

の
対
象
で
あ
る
石
山
寺
本
巻
第
十
も
、
こ
の
Ｄ
形
式
で
あ
る
。

Ｄ
形
式
を
追
い
込
み
式
に
し
て
更
な
る
紙
幅
節
約
を
図
っ
た
書
式
が
Ｅ
形
式

で
あ
る
。
早
く
か
ら
影
印
が
出
版
さ
れ
、『
古
辞
書
音
義
集
成
』
の
底
本
に
も

さ
れ
た
大
治
本
（
法
隆
寺
一
切
経
本
）
は
Ｅ
形
式
で
あ
り
、
比
較
的
新
し
い
書

原
本
あ
る
い
は
写
真
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
所
蔵
者
各
位
に
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
る
。

１
．
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
本
文
の
書
式

石
塚
晴
通
・
池
田
証
寿
が
分
類
し
た
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
の
書
式
に
、
古

写
本
お
よ
び
宋
版
・
高
麗
版
『
玄
應
一
切
經
音
義
』の
書
式
を
当
て
は
め
る
と
、

左
の
通
り
と
な
る
。

Ａ
形
式
　
敦
煌
本
・
吐
魯
番
本
・
七
寺
本
（
巻
第
１
〜
10
・
13
・
14
）・
金
剛

寺
本
（
巻
第
６
）・
興
聖
寺
本
（
巻
第
１
〜
３
・
７
・
９
・
12
・
15
・
16
・

19
・
20
）・
高
麗
初
雕
版
（
巻
第
２
〜
６
・
16
・
19
〜
25
）・
高
麗
再
雕
版

（
巻
第
１
〜
７
・
15
〜
25
）・
金
版
（
巻
第
１
〜
７
・
23
〜
25
）。

Ｂ
形
式
　
敦
煌
本
・
石
山
寺
本
（
巻
第
６
前
半
・
20
・
24
）・
興
聖
寺
本
（
巻

第
４
・
６
・
８
・
10
・
11
・
13
・
14
）・
高
麗
初
雕
版
（
巻
第
８
・
10
・

11
・
13
・
14
）・
高
麗
再
雕
版
（
巻
第
８
〜
14
）・
金
版
（
巻
第
９
・

10
・
13
・
14
）。

Ｃ
形
式
　
聖
語
蔵
巻
第
６
天
平
写
本
・
石
山
寺
本
（
巻
第
６
後
半
・
12
）・
金

剛
寺
本
（
巻
第
９
〜
11
・
24
）・
東
禅
寺
版
（
巻
第
１
・
25
）・
開
元
寺
版

（
巻
第
１
・
25
）・
思
渓
版
（
巻
第
１
・
25
）。

Ｄ
形
式
　
聖
語
蔵
巻
第
４
平
安
時
代
写
本
・
中
尊
寺
本
・
七
寺
本
（
巻
第

12
・
15
〜
25
現
存
本
）・
石
山
寺
本
（
巻
第
１
〜
５
・
７
・
９
・
10
・
25
）・

金
剛
寺
本）

17
（

（
巻
第
１
〜
４
・
７
・
12
〜
21
・
25
）・
天
理
図
書
館
蔵
鎌
倉
後
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①
﹇
興
聖
寺
本
目
録
経
名
﹈（
鎌
倉
時
代
書
写
）・
②
﹇
大
治
本
目
録
経
名
﹈（
大

治
三
年
〈
一
一
二
八
〉
書
写
）

興
聖
寺
蔵
本
お
よ
び
大
治
本
目
録
経
名
は
、
右
の
高
麗
版
・
金
版
と
全
同
で

あ
る）

20
（

。

③
﹇
七
寺
本
目
録
経
名
﹈（
安
元
三
年
〈
一
一
七
七
〉
頃
書
写
）

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
菩
薩
持
地
論
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・

15
・
16
・
17

七
寺
本
巻
第
五
の
本
文
経
名
は
、高
麗
版
・
金
版
に
等
し
い）

21
（

。
７
の
「
持
地
」

は
、
誤
認
に
よ
る
転
倒
と
見
ら
れ
よ
う
。

④
﹇
金
剛
寺
本
目
録
経
名
﹈（
嘉
禎
三
年
〈
一
二
三
七
〉
書
写
）

１
・
２
・
３
・
４
・
５
大
乘
莊
嚴
　
論
・
６
・
７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・

14
・
15
・
16
・
17

金
剛
寺
本
も
、
右
二
本
と
等
し
い）

22
（

。
５
に
「
經
」
の
一
字
を
欠
く
の
は
、
誤

脱
で
あ
ろ
う
。

⑤
﹇
石
山
寺
本
目
録
経
名
﹈（
安
元
〈
一
一
七
五
―
〉）
頃
写
本

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
（
補
入
）・
15
・

16
・
17

石
山
寺
本
の
目
録
経
名
は
、
高
麗
版
・
金
版
に
等
し
い）

23
（

。
た
だ
し
、
14
三
具

足
論
の
経
名
は
、
後
か
ら
補
入
さ
れ
て
い
る
。

⑥
﹇
中
尊
寺
本
目
録
経
名
﹈（
永
久
〈
一
一
一
三
〜
〉
〜
天
治
〈
〜
一
一
二
六
〉

頃
書
写
）

式
を
採
る
。

石
山
寺
本
の
書
写
時
は
大
治
本
よ
り
五
十
年
ほ
ど
降
る
も
の
の
、
石
山
寺
本

は
、
大
治
本
よ
り
古
い
書
式
で
あ
る
。

２
．
石
山
寺
本
巻
第
十
に
お
け
る
目
録
の
経
名

『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
に
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
が
所
収
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
高
麗
再
雕
版
が
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
研
究
の
依

拠
本
文
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
高
麗
再
雕
版
巻
第
十
巻
頭
目
録
で
は
、

「
一
切
經
音
義
巻
第
十
大
乗
論
　
　
陛
／
翻
經
沙
門
玄
應
撰
」
に
続
い
て
、
左
の

経
名
が
記
さ
れ
る
（
出
現
順
に
連
番
を
付
す
。
原
本
は
、
一
行
一
経
名
で
記
さ

れ
て
い
る
）。

﹇
高
麗
再
雕
版
目
録
経
名
﹈

１
般
若
燈
論
　
２
大
莊
嚴
經
論
　
３
攝
大
乘
論
　
４
十
住

婆
沙
論
　
５
大
乘

莊
嚴
經
論
　
６
十
地
經
論
　
７
菩
薩
地
持
論
　
８
菩
薩
善
戒
論
　
９
菩
提
資
糧

論
　

10
寶
性
論
　

11
佛
阿

曇
論
　

12
百
論
　

13
發
菩
提
心
論
　

14
三
具
足
論 

15
寶
髻
菩
薩
論
　

16
十
二
門
論
　

17
緣
生
論

高
麗
初
雕
版
・
金
版
（
廣
勝
寺
本
）
の
目
録
経
名
も
、
右
の
高
麗
再
雕
版
目

録
経
名
と
同
一
で
あ
る）

19
（

。

以
下
、
高
麗
再
雕
版
と
同
一
の
も
の
は
経
名
番
号
の
み
挙
げ
、
高
麗
版
と
字

句
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
　
、
字
句
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
　
を
傍
に
引
く
。

山
田
が
高
麗
版
に
近
い
と
し
た
日
本
古
写
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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こ
の
高
麗
再
雕
版
本
文
経
名
と
全
同
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
古
写
経
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

①
﹇
興
聖
寺
本
本
文
経
名
﹈

右
の
高
麗
版
（
初
雕
版
・
再
雕
版
）
お
よ
び
金
版
と
全
同
で
あ
る
。

②
﹇
大
治
本
本
文
経
名
﹈・
③
﹇
七
寺
本
本
文
経
名
﹈・
④
﹇
金
剛
寺
本
本
文
経

名
﹈
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
十
地
　
論
・
７
　
　
地
持
論
・
８
菩
薩
善
戒
經
・

９
・
10
・
11
佛
阿

曇
　
・
12
・
13
・
14
・
15
寶
髻
菩
薩
經
論
・
16
・
17
・
18

唯
識
論

⑤
﹇
石
山
寺
本
本
文
経
名
﹈

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
十
地
　
論
・
７
　
　
地
持
論
・
８
菩
薩
善
戒
經
・
９
・

10
・
11
佛
阿

曇
　
・
12
・
13
・
14
（
補
入
）・
15
寶
髻
菩
薩
經
論
・
16
・

17
・
18
唯
識
論

⑥
﹇
中
尊
寺
本
本
文
経
名
﹈

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
十
地
　
論
・
７
　
　
地
持
論
・
８
菩
薩
善
戒
經
・
９
・

10
・
11
佛
阿

曇
　
・
12
・
13
・
（
欠
）・
15
寶
髻
菩
薩
經
論
・
16
・
17
・
18

唯
識
論

右
②
大
治
本
〜
⑥
中
尊
寺
本
ま
で
は
、
経
名
18
「
唯
識
論
」
を
改
行
標
示
す

る
点
が
高
麗
版
・
金
版
・
①
興
聖
寺
本
と
異
な
る
。

よ
っ
て
、
巻
第
十
諸
本
は
、
本
文
の
経
名
に
「
唯
識
論
」
を
立
て
る
か
否
か

で
、
二
分
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
唯
識
論
」
を
本
文
経
名
と
し
て
行
頭
に
出
さ
な
い
高
麗
版
・
金

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17
・ 

18
唯
識
論

以
上
、
①
〜
⑤
の
日
本
古
写
経
目
録
経
名
は
、
誤
写
・
誤
脱
を
除
外
す
れ
ば
、

高
麗
再
雕
版
目
録
と
同
一
で
あ
る
。
⑥
中
尊
寺
本
は
、目
録
経
名
の
最
後
に「
唯

識
論
」
が
挙
げ
ら
れ
る
点
が
、
右
の
諸
本
と
異
な
る）

24
（

。

一
方
、
宋
版
一
切
経
の
目
録
経
名
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

﹇
東
禅
寺
版
目
録
経
名]

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・

17
・
18
唯
識
論

東
禅
寺
版
も
、
⑥
中
尊
寺
本
同
様
、
最
後
に
「
唯
識
論
」
を
付
す）

25
（

。
開
元
寺

版
・
思
渓
版
も
、
こ
の
東
禅
寺
版
に
全
く
等
し
い
。

巻
第
十
目
録
に
「
唯
識
論
」
を
立
て
る
宋
版
一
切
経
・
⑥
中
尊
寺
本
は
、
次

項
に
述
べ
る
ご
と
く
、
後
に
整
備
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。

３
．
石
山
寺
本
巻
第
十
に
お
け
る
本
文
の
経
名

目
録
に
続
く
本
文
の
経
名
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

﹇
高
麗
再
雕
版
本
文
経
名]

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
十
地
　
論
・
７
　
　
地
持
論
・
８
菩
薩
善
戒
經
・
９
・

10
・
11
佛
阿

曇
　
・
12
・
13
・
14
・
15
寶
髻
菩
薩
經
論
・
16
・
17

こ
の
よ
う
に
、
高
麗
再
雕
版
に
お
い
て
も
、
目
録
経
名
と
本
文
経
名
と
は
、

完
全
に
は
一
致
し
な
い）

26
（

。
高
麗
初
雕
版
・
金
版
（
廣
勝
寺
本
）
本
文
経
名
も
、
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10
・
11
佛
阿

曇
　
・
12
・
13
・
14
・
15
寶
髻
菩
薩
經
論
・
16
・
17
・
18
唯
識
論

開
元
寺
版
・
思
渓
版
も
、
東
禅
寺
版
に
全
く
等
し
い
。
こ
れ
ら
宋
版
一
切
経

諸
本
の
本
文
経
名
は
、
日
本
古
写
経
の
②
〜
④
と
全
同
で
あ
る
。

４
．
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
の
本
文

新
出
の
石
山
寺
本
巻
第
十
は
、
日
本
古
写
経
で
最
多
の
書
式
を
採
り
、
目
録

経
名
も
日
本
古
写
経
ま
た
は
高
麗
版
・
金
版
系
で
あ
り
、
本
文
の
経
名
は
日
本

古
写
経
の
中
尊
寺
本
と
の
み
一
致
し
た
。

以
下
、
石
山
寺
本
巻
第
十
の
本
文
（
掲
出
語
・
注
文
）
を
諸
本
と
比
較
し
た

結
果
の
一
部
を
示
す
（
経
名
目
録
は
既
掲
の
た
め
省
略
す
る
）。
た
だ
し
、
石

山
寺
本
巻
第
十
は
画
像
公
開
の
計
画
が
あ
る
た
め
全
文
翻
刻
は
せ
ず
、
高
麗
再

雕
版
と
の
校
異
の
形
で
そ
の
冒
頭
を
記
す
。

本
文
掲
出
は
、
見
や
す
さ
を
優
先
し
、
宋
版
（
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思

渓
版
）
と
日
本
古
写
経
四
本
（
石
山
寺
本
、
お
よ
び
そ
れ
と
目
録
経
名
が
近
い

興
聖
寺
本
と
大
治
本
、
本
文
経
名
が
近
い
中
尊
寺
本
）
に
絞
る
。
翻
刻
は
、
通

用
の
字
体
で
行
な
う
。
校
異
は
、
字
体
・
字
形
の
相
違
、
誤
写
・
誤
脱
・
虫
損

等
に
よ
る
欠
字
・
欠
損
と
判
断
さ
れ
る
例
は
省
略
し
、
改
行
位
置
・
文
字
の
大

小
の
相
違
も
表
示
し
な
い
。【

130
下
】
等
は
、『
高
麗
大
藏
經
』（
一
九
七
六
年
、

東
国
大
学
校
）
第
三
十
二
冊
の
頁
数
と
段
と
で
あ
り
、
／
は
高
麗
再
雕
版
の
改

行
で
あ
る
。
原
本
の
段
下
げ
・
空
白
は
、
詰
め
る
。

な
お
、（
　
）
内
に
記
し
た
諸
本
略
号
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

版
・
①
興
聖
寺
本
に
も
、「
唯
識
論
」
と
そ
の
掲
出
語
・
注
文
は
書
写
さ
れ
て

い
る
。
高
麗
版
・
金
版
・
①
興
聖
寺
本
は
、
掲
出
字
と
注
文
と
で
字
の
大
き
さ

を
変
え
な
い
Ｂ
形
式
で
あ
る
た
め
、17
緣
生
論
の
注
文
に
続
け
て
記
さ
れ
る「
唯

識
論
」
を
、
一
見
し
て
経
名
と
認
識
し
が
た
い
。

１
．
の
本
文
書
式
の
整
理
で
、
高
麗
版
・
金
版
・
①
興
聖
寺
本
が
属
す
Ｂ
形

式
が
②
大
治
本
等
よ
り
古
い
形
式
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。
高
麗
版
・
金
版

は
、
宋
版
開
寶
蔵
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
宋
版
開
寶
蔵

完
成
（
九
七
七
年
）
以
前
の
、
注
文
と
次
の
経
名
（
唯
識
論
）
と
が
接
合
し
た

古
い
本
文
を
伝
え
る
の
が
高
麗
版
・
金
版
・
①
興
聖
寺
本
で
あ
り
、
そ
の
融
合

本
文
を
修
正
し
、
経
名
「
唯
識
論
」
を
改
行
立
項
し
た
の
が
②
大
治
本
以
下
の

諸
本
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
⑥
中
尊
寺
本
の
本
文
経
名
は
、
14
三
具
足
論
の
経
名
を
欠
い
て
い

る
。
た
だ
し
、『
三
具
足
論
』
の
掲
出
語
「
船
舶
」「
邏
戍
」「
恐

」「

石
」
は
、

13
發
菩
提
心
論
の
掲
出
語
に
続
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
三
具

足
論
』
の
掲
出
語
四
語
は
、『
發
菩
提
心
論
』
中
の
語
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書

写
さ
れ
て
い
る
。
新
出
⑤
石
山
寺
本
は
、
⑥
中
尊
寺
本
同
様
に
書
写
し
た
後
、

14
三
具
足
論
を
後
補
し
て
い
る
。
補
入
前
の
⑤
石
山
寺
本
は
、
⑥
中
尊
寺
本
と

同
一
本
文
で
あ
っ
た
。

一
方
、
宋
版
一
切
経
の
本
文
経
名
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

﹇
東
禅
寺
版
本
文
経
名
﹈

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
十
地
　
論
・
７
　
　
地
持
論
・
８
菩
薩
善
戒
經
・
９
・
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羯
（
＋
「
上
」
東
開
思
）
烏
没
反
下
居
謁
反
／
第
四
卷
／
紫
礦
（
＋
「
下
」
東

開
思
）
古
猛
（
大
「

」）
反
謂
波
羅
奢
樹
汁
也
其
色
／
甚
赤
用
染
皮

等
是

也
／
銛
利
（
＋
「
上
」
東
開
思
）
息
廉
反
（
＋
「
又
」
東
開
思
）
廣
雅
（
＋
「
云
」

東
開
思
）
銛
籖
利
也
（
＋
「
謂
」
石
）
刀
鋭
曰
【

131
中
】
銛
（
＋
「
之
」
東
開
思
）

也
／
第
五
卷
／
後

（「

」
石
中
大
・
東
開
思
）（
＋
「
下
」
東
開
思
。
以
下
、

上
字
あ
る
い
は
下
字
へ
の
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
宋
版
「
上
」「
下
」
の
異
同

は
省
略
す
る
）
力
東
反
説
文

*

（「
檻
」
石
中
大
）
也
（
＋
「
又
」
東
開
思
）

三
蒼
（
＋
「

」
石
中
大
＋
「
云

」
東
開
思
）
所
以
／
盛
禽
獸
欄
（「
闌
」
大
）

*

也
／

牛
漢
書
西
域
傳
有

（「
封
」
石
中
大
）
牛
鄧
展
（「
辰
」
石
中
大
）

曰
脊
／
上
有
宍
鞍
（「
案
」大
・
東
開
）
如
槖
駝
難
字
作

（「

」興
石
中
大
・

東
開
思
）音
／
妃
封
反
今
有
此
牛
形
小

上
有
／

是
也
／
垂
胡
又
作
（「
胡
」

石
中
大
）

（「
咽
」
興
石
中
大
・
東
開
思
）
二
形
同
戸
孤
反
説
文
／
胡
謂
牛

頷
垂
下
者
也
論
文
作
壼
／
非
體
也
／
第
十
巻
／
生
莞
工
（「
紅
」
東
開
）
端
反

又
音
桓
此
草
外
似

内
／
似
（
－
「
似
」
大
）
蒲
而
圓
廣
雅
謂
之

蒲
可
以
／

為
席
生
水
（「
外
」石
中
大
）
中
今
亦
名
莞
子
也
／
箭

工
旱
反
字
林
（
＋
「
云
」

東
開
思
）
箭
莖
也
（
－
「
也
」
石
中
大
）
論
文
作
竿
／
非
也
／
粼
堅
又
作

同

力
鎭
力
珎
二
反
爾
雅
／
粼
堅
中
郭
璞
曰
粼
竹
名
其
中
堅
／
可
以
為
席
／
第
十
一

卷
／
明
帆
又
作
颿

二
形
同
扶
劒
扶
（
＋
「
イ
本
无
」
石
）
嚴
二
／
反
釋
名
隨

風
張
幔
曰
帆
今
或
用
【

131
下
】
布
若
簿
（
－
「
若
簿
」
石
中
大
）
若
席
為
之
也

／
第
十
二
巻
／
蟾
蜍
之
鹽
反
下
以
諸
反
爾
雅
蟾

郭
／
璞
曰
似
蝦
蟆
居
陸
地
淮

南
謂
之
／
去
父
此
（「
山
」
石
東
開
思
）
東
謂
之
去

音
方
可
／
反
江
南
俗

﹇
日
本
古
写
本
﹈
石
―
石
山
寺
本
、
中
―
中
尊
寺
本
、
大
―
大
治
本
、
興

―
興
聖
寺
本
。

﹇
宋
版
﹈
東
―
東
禅
寺
版
、
開
―
開
元
寺
版
、
思
―
思
渓
版
。

（
　
）
内
の
校
異
は
、
当
該
本
で
は
「
　
」
内
の
文
字
で
あ
る
こ
と
、
＋
は

当
該
本
で
は
「
　
」
内
の
文
字
が
多
い
こ
と
、
－
は
「
　
」
内
の
文
字
が
無
い

こ
と
、*

は
前
出
校
異
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

【
130
下
】
般
若
燈
論
／
第
一
卷
／
如
蔑
眠
結
反
（
＋
「
又
」
東
開
思
）
（「

」

石
中
大
）
蒼
（
＋
「
云
」
東
開
思
）
析
竹
膚
也
（
＋
「
又
」
東
開
思
）
聲
類
（
＋

「
云
」
東
開
思
）
蔑
【
131
上
】

（「
蔓
」
石
中
大
・
東
開
思
）
也
今
蜀
土
及
關

中
皆
（
－
「
皆
」
大
）
謂
竹
蔑
／
為

（「
蔓
」
東
開
思
）
音
弥
析
音
思
歴
反

字
從
斤
／
分
木
為
析
今
俗
作
（「
析
」興
石
中
大
・
東
開
思
）皆
從
片（
＋「
也
」

東
開
思
）
／
纈
目
賢
結
反
謂
以
絲
縛
（
－
「
縛
」
中
）
繒
（
－
「
繒
」
中
大
）

染
之
解
絲
／
成
文
曰
纈
（
＋
「
也
」
石
中
・
東
開
思
）
檀
札
（「
利
」
石
「
礼
」

大
「
机
」
中
）
莊
黠
反
三
蒼
柿
／
札
（「
利
」
石
「
礼
」
大
「
机
」
中
）
也
今
江

南
謂
斫
削
木
片
為
柹
（「
柿
」
石
中
大
・
東
開
思
）
／
關
中
謂
之
札*
或
曰
柹*

札*

柹*

音
／
敷
廢
反
／
第
二
卷
（
－
「
第
二
卷
」
石[

後
補]

中
大
）
／
鬻

聲
類
作
甑
又
作
（
－
「
作
」
東
開
思
）

文
作
（
－
「
作
」
石
中
大
）
鬻

同
／
子
孕
反
下

文
作
鬻
同
才
心
反
／
字
林
（
＋
「
云
」
東
開
思
）
甑
炊
器
（
＋

「
之
」
東
開
思
）
也

大
釡
也
一
曰
鼎
／
大
上
小
下
若
甑
也
／
第
三
卷
／
窯
師

以
招
反
説
文
燒
瓦
竈
也
（
－
「
也
」
中
）
通
俗
文
／
陶
竈
曰
窯
是
也
／

逐
千

算
七
鸞
二
反

鋋
也

擲
也
／
今
江
南

人
工
用

鋋
音
蟬

／
苦
奚
反
／
嗢
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弶
以
張
（
＋
「
也
施
」
大
）
鳥
獸
其
形
似
弓
者
也
／
論
文
作

俗
字
也
／
自
擺

字
書
作

同
補
買
反
説
文
兩
手
／
掣
也
廣
雅
擺
開
也
【

132
中
】可
祛
丘
居（「
魚
」

石
中
大
・
東
開
思
）
反
廣
雅
祛
除
去
也
／
爆
火
方
孝
（
＋
「
反
」
興
石
中
大
・

東
開
思
）
普
剝
二
反
聲
類
爆

（
－
「

」
石
大
「
噴
」
東
開
）
起
／
也
郭
璞

注
山
海
經
云
（「
曰
」
石
中
大
）
爆
謂
皮
散
／
起
也
／
愧

子
亦
反

也
亦

（
－
「
亦
」石
）
畏
敬
也
謂
恭
／
敬
之
皃
也
／
第
三
巻
／
剽
掠
芳
（「
必
」東
開
思
）

妙
反
説
文
剽
刺
也
廣
雅
剽
剝
／
也
蒼
頡
篇
剽
截
也
下
聲
類
作

／
同
力
尚
反
抄

掠
也
（
－
「
也
」
石
中
大
・
東
開
）
／

呼
故
豆
反
説
文
雄
之
鳴
為

也
廣
／

雅

（
－
「

」
石
中
大
）
鳴
呼
也
／
掐
傷
枯
狹
反
又
作

口
洽
反
通
俗
文
／

爪
按
曰
掐
韻
集
作

入
也
江
南
／
今
有
（
＋
「

」
石
中
大
・
東
開
思
）
寶
器

當
作
此
／
惶
悸
古
文

同
其
季
反
説
文
氣
不
定
／
也
字
林
心
動
曰
悸
／
窳

乳
反
嬾
惰
（
－
「
惰
」
大
）
也
爾
雅
窳
勞
也
郭
／
璞
曰
勞
苦
者
多
窳
（
＋
「
惰
」

石
中
・
東
開
、
＋
「
也
」
石
中
大
・
東
開
思
）
／
上

莫
見
反
蒼
頡
篇
旁
視
也

説
文
眄
／
邪
視
也
／

瑋
又
作

傀
二
形
同
古
迴
反
廣
雅
／

偉
奇
玩
也
瑰
美

也
盛
也

以
下
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
。
こ
れ
に
続
く
巻
末
ま
で
の
本
文
で
も
、

系
統
を
定
め
る
際
に
最
も
重
要
で
あ
る
「
双
立
異
文）

27
（

」
は
、
高
麗
版
・
宋
版
と

日
本
古
写
本
三
本
（
石
山
寺
本
・
中
尊
寺
本
・
大
治
本
）
と
の
間
の
も
の
が
最

多
で
あ
り
、
日
本
古
写
本
三
本
が
高
麗
版
・
宋
版
と
別
系
統
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る）

28
（

。
本
文
対
照
結
果
の
掲
出
を
省
略
し
た
七
寺
本
・
金
剛
寺
本
も
、
高
麗

版
あ
る
い
は
宋
版
よ
り
も
、日
本
古
写
本
（
石
山
寺
本
・
中
尊
寺
本
・
大
治
本
）

呼
蟾

音
食
餘
反
／
第
十
三
巻
／
迦
逋
補
胡
反
此
言
白
鴿
地
也
／
大
莊
嚴
經

論
／
第
一
巻
／
懍
厲
力
甚
反
下
宜
作

力
計
反

蒼
／
懍
悷
悲
吟

也
又
懍
者

顔
色
懼
／

也
方
言
懍
敬
也
／
攘
袂
而
羊
反
攘
除
也
下
弥
蔽
反
字
（
－
「
字
」

石
中
大
）
苑
／
云
袂
褾
也
衣
袖
也
謂

衣
袒
（
－
「
袒
」
石
中
大
）
出
／
臂
為

攘
袂
也
／
閑
裕
楡
句
反
裕
緩
也
廣
雅
裕
寛
也
亦
／
優
足
也
／
愀
然
又
作
湫
同
在

酒
反
礼
記
云
孔
子
／
愀
然
作
色
謂
顏
色
變
動
之
皃
也
／
鵄
鵂
尺
脂
反
下
許
牛
反

爾
雅

忌
欺
／
郭
璞
曰
今
江
東
呼
鵄
鵂
（
－
「
鵂
」
中
）
為
（
－
「
為
」
石
中

大
）
鉤

／
音
挌
（「
格
」
東
開
思
）
恠
鳥
也
晝
盲
夜
視
關
西
名
【
132
上
】
訓

侯
山
東
名
訓
狐
也
（
－
「
訓
侯
山
東
名
訓
狐
也
」
大
）
／
第
二
巻
／
黔

渠
炎

反
依
字
黔
黑
首
也
／
儲
積
直
於
反
（
＋
「
又
」
東
開
思
）
説
文
（
＋
「
云
」
東
。

以
下
、
宋
版
の
＋
「
云
」
は
省
略
す
る
）
儲

也

也
待
也
（
－
「
待
也
」
大
）

／

（
＋
「
音
」
石
中
大
・
東
開
思
）
直
里
反
／
棖
上
宅
庚
反
（
＋
「
又
」
東
。

以
下
、
宋
版
の
＋
「
又
」
は
省
略
す
る
）
案
棖
猶
柱
也
浮
圖
棖
皆
／
作
此
説
文

棖
材
也
／
地
跌
徒
結
反
廣
雅
跌
差
也
字
書
跌
失
／
跖
也
跌
蹶
（
＋
「
之
」
東
。

以
下
、
宋
版
の
＋
「
之
」
は
省
略
す
る
）
也
（
－
「
也
」
石
中
大
）
／
匍
匐
歩

胡
反
下
蒲
北
反
説
文
匍
匐
手
／
行
也
亦
（
－
「
亦
」
石
大
）
顚
（
－
「
顚
」
石

中
大
）

盡
力
（
＋
「
也
」
石
中
大
・
東
開
思
）
／
親
昵
又
作

同
女
乙
反
爾

雅
昵
近
（
＋
「
也
」
石
中
大
・
東
開
思
）
又
／
云
昵
焏
也
親
昵
亦
數
近
也
焏
音

／
祛
記
反
／
倚

於
蟻
反
倚
猶
依
也
下
烏
訝
反
字
／
書

倚
也
今
言

息

臥

皆
／
是
也
／
羂
弶
三
蒼
作

又
作

同
古
犬
反
聲
／
類

以
繩
係
取
獸
也
下
渠

向
反
／
韻
集
云
施

於
道
（
＋
「
曰
」
石
中
大
・
東
開
思
）
弶
今
田
獵
家
／
施
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ⅰ
「
三
具
足
論
」
有
り
―
宋
版
（
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
）・

大
治
本
・
七
寺
本
・
金
剛
寺
本

ⅱ
「
三
具
足
論
」
無
し
―
中
尊
寺
本
・
石
山
寺
本[

後
補]

石
山
寺
本
巻
第
十
は
、
整
備
さ
れ
た
イ
形
式
に
属
し
、
中
尊
寺
本
に
近
い
。

本
文
の
比
較
か
ら
も
、
新
出
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
は
、

高
麗
版
・
宋
版
と
別
系
統
の
日
本
古
写
本
系
統
で
あ
り
、
中
尊
寺
本
に
最
も
近

い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

今
後
、
本
資
料
を
も
活
用
し
た
、
高
次
の
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
研
究
が
期

待
さ
れ
る
。

注（
１
）　
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
・
日
本
古
写
経
研
究
所
を
中
心
と
す
る
諸
研
究
、
参
照
。

（
２
）　
佐
々
木
勇
「
玄
應
撰
『
一
切
經
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
と
目
録
と
の
経
名

不
一
致
に
つ
い
て
」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
一
三
三
輯
、
二
〇
一
四
年
九
月
）
の

注
（
２
）、
参
照
。

（
３
）　
契
丹
版
に
入
っ
た
か
ど
う
か
は
、不
明
で
あ
る
。
房
山
石
経
の『
玄
應
一
切
經
音
義
』

も
残
存
し
な
い
。

（
４
）　『
一
切
経
音
義 

二
十
五
巻
』（
一
九
三
二
年
、
西
東
書
房
）、『
古
辞
書
音
義
集
成
』

（
一
九
八
一
年
、
汲
古
書
院
）、
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
　
第
一
輯
『
玄
應
撰 

一
切
経

音
義
二
十
五
巻
』（
二
〇
〇
六
年
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実

行
委
員
会
）
に
、
聖
語
蔵
本
・
大
治
本
・
石
山
寺
本
・
七
寺
蔵
本
・
金
剛
寺
蔵
本
・

西
方
寺
蔵
本
の
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
興
聖
寺
本
の
原
本
調
査
は
、
国
際
仏
教

学
大
学
院
大
学
学
長
・
落
合
俊
典
先
生
の
ご
厚
意
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
興
聖

に
近
い）

29
（

。

な
お
、
石
山
寺
本
・
中
尊
寺
本
・
大
治
本
の
日
本
古
写
本
三
本
は
近
似
の
本

文
で
あ
る
も
の
の
、
石
山
寺
本
は
、
大
治
本
よ
り
も
、
中
尊
寺
本
に
近
い
。

五
、
ま
と
め

以
上
、
新
出
の
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
承
安
五
年
写
本
に

つ
い
て
簡
略
に
紹
介
し
、
本
文
の
書
式
・
目
録
経
名
・
本
文
経
名
お
よ
び
本
文

を
諸
本
と
比
較
し
た
。
そ
の
比
較
結
果
は
、
左
の
如
く
で
あ
っ
た
。

石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
の
書
式
は
、
日
本
古
写
本
で
最
も

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
諸
本
の
目
録
経
名
は
、
次
の
よ
う
に
分
け
ら

れ
た
。ア

「
唯
識
論
」
無
し
―
高
麗
初
雕
版
・
高
麗
再
雕
版
・
金
版
・
石
山
寺

本
・
大
治
本
・
七
寺
本
・
金
剛
寺
本
・
興
聖
寺
本

イ
「
唯
識
論
」
有
り
―
宋
版
（
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
）・
中

尊
寺
本

ア
は
イ
よ
り
古
い
形
式
で
あ
り
、
石
山
寺
本
は
古
形
式
で
あ
る
。

一
方
、
本
文
経
名
は
、
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
、
や
は
り
、
ア
は
イ
よ
り
古

い
形
式
で
あ
る
。

ア
「
唯
識
論
」
無
し
―
高
麗
初
雕
版
・
高
麗
再
雕
版
・
金
版
・
興
聖
寺
本

イ
「
唯
識
論
」
有
り
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現
在
、所
在
不
明
で
あ
る
。な
お
、某
氏
蔵
巻
第
一
を
、本
稿
の
筆
者
は
実
見
し
て
い
る
。

（
13
）　
天
理
図
書
館
蔵
巻
第
十
八
巻
頭
は
、
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
石
山
寺
一
切

經
」
無
廓
墨
印
の
残
画
が
見
え
る
。
ま
た
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
に
依
れ
ば
、
巻

第
二
十
四
に
も
同
印
が
押
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
広
島
大
学
蔵
巻
第
二
〜
第
五
に
は
、
他
巻
で
墨
印
が
押
さ
れ
て
い
る
内
題

前
の
一
行
が
無
い
。
石
山
寺
一
切
経
は
、
僧
尊
賢
に
よ
る
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

の
修
補
時
に
、
巻
子
本
が
折
本
に
改
装
さ
れ
た
（『
石
山
寺
の
研
究
　
一
切
経
篇
』
参

照
）。
現
装
で
は
巻
子
本
に
戻
っ
て
い
る
も
の
の
、『
玄
應
一
切
經
音
義
』
は
ほ
ぼ
四

行
分
で
折
っ
て
い
た
こ
と
が
折
本
装
時
の
折
目
か
ら
知
ら
れ
る
（
こ
の
点
は
、「
四
行

置
き
に
折
本
装
で
あ
っ
た
時
の
折
目
が
残
っ
て
い
る
」、
と
小
林
（
一
九
八
一
）
に
も

記
さ
れ
て
い
る
）。
と
こ
ろ
が
、
広
島
大
学
蔵
巻
第
二
〜
第
五
の
表
紙
に
続
く
内
題
を

含
む
面
は
、
三
行
し
か
な
い
。
よ
っ
て
、
本
来
存
し
た
巻
頭
第
一
行
に
、
他
巻
と
同

じ
「
石
山
寺
一
切
經
」
印
が
押
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
最
初
の
一
行
が

切
り
取
ら
れ
た
可
能
性
は
、
小
林
（
一
九
八
一
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
沼
本
克
明
「
石
山
寺
藏
の
字
書
・
音
義
に
つ
い
て
」（『
石
山
寺
の
研
究
　
一

切
経
篇
』
所
収
）
は
、
こ
の
巻
第
二
〜
第
五
は
、
石
山
寺
一
切
経
印
が
押
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
明
応
〜
文
亀
以
前
に
寺
外
に
出
た
、
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
巻
第

二
〜
第
五
の
み
寺
外
に
出
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
印
が
押
さ
れ
て
い
た
か

ら
こ
そ
巻
頭
第
一
行
が
裁
断
さ
れ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　
巻
第
十
三
・
二
十
四
の
奥
書
は
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
に
依
る
。

（
15
）　
巻
二
十
四
は
、奥
書
の
内
容
・
書
式
が
承
安
・
安
元
書
写
他
巻
と
異
な
る
。さ
ら
に
、

唯
一
、
Ｂ
形
式
（
本
文
・
注
と
も
大
字
で
、
改
行
後
二
字
下
げ
る
形
式
）
で
書
写
さ

れ
て
い
る
。
巻
第
二
十
も
、
機
会
を
得
て
確
認
し
た
い
。
な
お
、
三
越
「
古
典
籍
逸

品
稀
書
展
示
即
売
会
」
目
録
（
一
九
七
二
年
一
月
）
に
記
さ
れ
る
巻
不
明
一
帖
も
「
応

保
元
年
古
写
本
」
と
あ
る
。

（
16
）　
張 

娜
麗
「
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
藏 

玄
応
撰
『
一
切
經
音
義
』

寺
ご
住
職
な
ら
び
に
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
皆
様
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

（
５
）　
右
注
『
一
切
経
音
義 

二
十
五
巻
』
所
収
の
「
大
正
十
一
年
五
月
二
十
五
日
」
付
の

文
章
。

（
６
）　「
こ
れ
を
見
た
る
の
み
に
て
も
大
治
本
と
慧
琳
本
所
載
の
も
の
と
麗
蔵
の
本
と
が

近
き
関
係
を
保
て
る
を
知
る
に
足
る
べ
し
。
こ
れ
を
以
て
推
す
に
玄
應
の
面
目
は
宋

元
系
統
の
本
よ
り
も
、
こ
の
系
統
の
本
に
多
く
伝
へ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
在
り

て
も
麗
蔵
本
よ
り
は
大
治
本
に
多
く
存
す
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
果
し
て
然
ら
ば

こ
の
本
は
こ
れ
玄
應
の
真
面
目
を
徴
す
る
に
極
め
て
重
要
な
り
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら

ず
。」

（
７
）　
注
（
２
）
佐
々
木
論
文
で
、石
山
寺
本
巻
第
五
は
、目
録
経
名
で
は
大
治
本
に
近
く
、

本
文
経
名
で
は
西
方
寺
本
に
近
い
こ
と
を
述
べ
た
。

（
８
）　『
古
辞
書
音
義
集
成
９
　
一
切
経
音
義
（
下
）』
所
収
。

（
９
）　
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究
　
一
切
経
篇
』（
一
九
七
八
年
、

法
蔵
館
）、
参
照
。

（
10
）　『
大
東
急
記
念
文
庫 

貴
重
書
解
題 

佛
書
之
部
』（
一
九
五
六
年
十
月
）
に
、「
新
増
書
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
巻
第
二
十
五
は
、
い
ま
だ
影
印
が
公
開

さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）　「
名
古
屋
市
博
物
館
だ
よ
り
19
」（
一
九
八
一
年
四
月
一
日
）
に
、「
受
贈
資
料
」
と

し
て
、
石
山
寺
一
切
経
「
続
高
僧
伝
」
巻
第
三
と
共
に
、
巻
首
の
写
真
を
掲
げ
た
上

で
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
市
博
物
館
『
館
蔵
品
図
録
　
Ⅱ
』（
一
九
八
七
年

六
月
）
に
巻
首
・
巻
末
写
真
と
と
も
に
収
載
さ
れ
た
。

（
12
）　
こ
の
外
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
三
十
一
号
（
一
九
五
八
年
三
月
）

164
番
に
石

山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
二
十
四
の
巻
末
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
同
三
十
七

号
（
一
九
七
〇
年
六
月
）

167
番
に
石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
三
、
同

四
十
二
号
５
（
三
越
「
古
典
籍
逸
品
稀
書
展
示
即
売
会
」
目
録
〈
一
九
七
二
年
一
月
〉）

39
番
に
巻
不
明
の
一
帖
が
記
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、図
版
は
無
い
）。
こ
の
三
巻
は
、
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再
雕
版
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
興
聖
寺
本
は
、
高
麗
初
雕
本
を
底
本
と

し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

書
式
・
目
録
経
名
・
本
文
経
名
に
お
い
て
も
、
興
聖
寺
本
は
高
麗
版
・
金
版
と
全

同
で
あ
っ
た
。
日
本
古
写
経
中
に
は
、
底
本
を
明
示
せ
ず
、
宋
版
あ
る
い
は
高
麗
初

雕
版
ま
た
は
再
雕
版
一
切
経
を
書
写
し
た
も
の
が
他
に
も
相
当
数
存
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

[

付
記] 

石
山
寺
本
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
巻
第
十
を
広
島
大
学
の
蔵
書
と
す
る
た
め
、
富

永
一
登
図
書
館
長
（
当
時
）
な
ら
び
に
広
島
大
学
図
書
館
の
皆
様
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

―
さ
さ
き
・
い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
―

に
つ
い
て
」（
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
　
第
一
輯
『
玄
応
撰 

一
切
経
音
義
二
十
五
巻
』

所
収
）。

（
17
）　
た
だ
し
、
注
が
一
行
の
場
合
は
大
字
と
す
る
。

（
18
）　
こ
の
部
分
は
、
底
本
が
思
渓
版
で
あ
る
こ
と
が
巻
頭
経
名
目
録
か
ら
特
定
で
き
る
。

注
（
２
）
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

（
19
）　
た
だ
し
、高
麗
初
雕
版
・
金
版
は
撰
者
を
「
沙
門
玄
應
撰
」
と
し
、「
翻
經
」
が
無
い
。

開
寶
蔵
は
単
に
「
沙
門
玄
應
撰
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
古
写
本
諸
本
も
、

「
沙
門
玄
應
撰
」
で
あ
る
。

（
20
）　
興
聖
寺
本
巻
頭
目
録
は
一
行
一
経
名
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
二
字
の
「
百
論
」
に

も
一
行
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
書
式
が
古
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
治
本
巻

頭
目
録
は
、一
行
三
段
で
三
経
名
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
大
治
本
の
第
一
帖
巻
頭
「
一

切
経
音
義
目
録
」
も
こ
れ
に
等
し
い
。

（
21
）　
七
寺
本
巻
頭
目
録
は
、
一
行
一
経
名
の
古
い
書
式
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）（
23
）（
24
）　
た
だ
し
、こ
れ
ら
諸
本
の
経
名
は
、上
下
上
下
の
順
で
二
段
に
書
か
れ
る
。

（
25
）　
東
禅
寺
版
は
、「
一
切
經
音
義
巻
第
十
　
納
」
の
内
題
の
次
に
「
唐
大
慈
恩
寺
翻
經

沙
門
　
玄
應
撰
」と
し
て
、次
の
行
頭
に
「
大
乗
論
」と
掲
げ
、一
行
に
二
経
名
を
記
す
。

（
26
）　
こ
の
点
は
、
注
（
２
）
佐
々
木
論
文
を
御
参
照
願
い
た
い
。

（
27
）　
宮
澤
俊
雅
「
倭
名
類
聚
抄
諸
本
の
系
統
推
定
　
―
十
巻
本
巻
三
〜
六
を
中
心
に
―
」

（「
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
」
18
、
一
九
八
一
年
三
月
）、
同
「
出
雲
国
風
土
記
諸

本
の
親
疎
関
係
」（「
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
」

111
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
）、

参
照
。

（
28
）　
高
麗
版
と
宋
版
と
で
は
、
日
本
古
写
本
は
高
麗
版
に
近
い
。

（
29
）　
し
か
し
、
興
聖
寺
本
は
、
石
山
寺
本
・
中
尊
寺
本
・
大
治
本
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し

な
い
。
興
聖
寺
本
は
、「
攝
大
乗
論
」
に
「
第
九
巻
」
の
見
出
し
を
立
て
な
い
こ
と
、「
佛

阿

曇 

下
巻
」
注
文
の
出
典
「
廣
雅
」
を
「
廣
邪
」
に
誤
る
事
、同
じ
く
「
古
貝
垂
毛
」

を
「
古
臭
垂
毛
」
と
す
る
こ
と
等
、
高
麗
初
雕
本
と
一
致
す
る
。
後
二
点
は
、
高
麗




